
児童発達支援管理責任者の要件 

※平成 31 年４月 1 日以降告示改正に係る変更後 

児童発達支援管理責任者として従事するには、厚生労働省の定める実務経験と研修の修了が必要です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①児童発達支援管理責任者補足研修（相談支援従事者初任研修の講義部分）を受講 

②児童発達支援管理責任者基礎研修を受講 

 
平成３１年３月３１日時点の研修受講状況により、 

 
① サービス管理責任者補足研修のみ、受講済みの場合 
（＝相談支援従事者初任者研修（講義部分）） 

・児童発達支援管理責任者基礎研修を受講(注２) 
（サービス管理責任者基礎研修の受講でも可） 

 
② 児童発達支援管理責任者研修のみ、受講済みの場合 

・サービス管理責任者補足研修を受講 
（＝相談支援従事者初任者研修（講義部分）） 

 
③ いずれの研修も受講していない場合 

・上記①、② 両方の研修を受講 

１：基礎研修修了者になる 

基礎研修修了者となった日から３年を経過するまでの間に 

Ａ．基本的な場合 

基礎研修修了者となった後、通算して２年以上相談支援業務又は直接支援業務に従事し

ている。（６か月への短縮要件別途あり） 

児童発達支援管理責任者として配置可能 

Ｂ．平成３１年３月３１日までに２つの研修を受講済みでない場合 

 
＜基礎研修修了者について＞ 

実践研修を修了した年度の翌年度を初年度として、 

５年度ごとの各年度の末日までに 

３：児童発達支援管理責任者更新研修を受講(注１) 
（サービス管理責任者更新研修の受講でも可） 

２：児童発達支援管理責任者実践研修を受講(注３) 
（サービス管理責任者実践研修の受講でも可） 

人員配置基準を満たす児童発達支援管理責任者が配置されてい

る事業所において、アセスメント及び個別支援計画の原案作成

が可能 
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配置可 

 
注２：基礎研修の受講要件 

・実務経験を満たしている。 
・満たしていない場合、 
 ２年以内に必要な年数に達することができる。 

令和４年３月３１日以前に、 

実務経験を満たす、基礎研修修了者となった場合 

 

基礎研修修了者となった日から３年間は、 

児童発達支援管理責任者として配置可能 

令和４年４月１日以降に、 

基礎研修修了者となった 又は 実務経験を満たした 場合 

 

次の実践研修も受けてからでなければ、 

児童発達支援管理責任者として配置できない 配置可

配置可
 
注３：実践研修の受講要件 

基礎研修修了者となった後、通算して２年以上 
相談支援業務又は直接支援業務に従事している。 

※いずれも児童発達支援管理責任者

等としての実務経験者となる２年前

から受講可能 

実践研修を修了した年度の翌年度を初年度として、５年度ごとの各年度の末日までに 

児童発達支援管理責任者更新研修を受講(注１)（サービス管理責任者更新研修の受講でも可） 

 

注１：更新研修（２回目以降）の 

受講要件 

・現に管理者、児童発達支援管理責任者、相談支

援専門員として従事している。 
・研修開始日前５年間において上記業務に２年以

上従事している。 
※期日までに更新研修修了者とならなかった場

合、実践研修から改めて受講 

ア イ 

児童発達支援管理責任者実践研修を受講（サービス管理責任者実践研修の受講でも可）


